<研究室紹介> by unknown
Title<研究室紹介>
Author(s)








































































































な SDPの Lagrange 双対問題を考え，制御対象の極や零点の情報を用いて双対許容解（可能であれば
双対最適解）を具体的に構成するというものである．この手法により，例えば制御対象Pが不安定零点









制御対象 1 9.736022 9.736022
制御対象 2 44.494947 44.494947






































［1］C. C. Yamamoto Noguchi, et al.: SICE JCMSI, 
7-6, 314/320（2014）
［2］國兼ほか : SCI’ 15, 115-5（2015）
























































































しい。そこで、今後我々は 0. 3T-MRI を用いて、さら
にこの手法の研究を進めていく予定である。
参考文献
［1］S. Nagahara, M. Ueno and T. Kobayashi, Adv. 
Biomed. Eng. 2, 63-71（2013）.
［2］上野、伊藤、小林、電子情報通信学会技術報告 114
（361）, 27-32（2014）.








































シミュレーション結果の比較を示しています。この例では 50~100MHz 近辺では比較的低い（10 数
dBmの）高周波電力の入力により出力変動が起きており、シミュレーションにより正しく再現・評価
できています。
［1］T. Matsushima, 他 , "Macro model of LDO voltage regulator for estimation of immunity to 
conducted disturbance," IEICE technical report, vol.115, no.114, EMCJ2015-30, pp.73-78, June 2015.


























［1］A. W. Schell, H. Takashima, S. Kamioka, Y. Oe, M. Fujiwara, O. Benson and S. Takeuchi, “Highly 
efficient coupling of nanolight emitters to a ultra-wide tunable nanofiber cavity” , Scientific Reports, 5, 
9619（2015）.
図 1　 実現したNFBC。a. 模式図 b. 走査イオ
ン顕微鏡（SIM）像。白い線は 1μm。ナノ光
ファイバの直径は 270 nm。溝の深さと周期は、










Si MOSFETを核とした LSI 微細化・高集積化の限界を突破するために、新しいチャネル材料や新規





























［1］ H. Tanaka et al., IEEE TED, 61, 1993（2014）.  ［2］ H. Tanaka et al., IEEE Silicon Nanoelectronics 
Workshop, 3-5（2015）.




























参考文献：K. Hirose, Y. Liang, Y. Kurosaka, A. Watanabe, T. Sugiyama, and S. Noda, “Watt-class high-
power, high-beam-quality photonic crystal lasers,” Nature Photonics 8（2014）406.































［1］ T. Nakanishi, T. Otani, Y. Tamayama, and M. Kitano, “Storage of electromagnetic waves in a 
metamaterial that mimics electromagnetically induced transparency,” Phys. Rev. B, vol. 87, no. 16, p. 
161110（2013）.
［2］ T. Nakanishi and M. Kitano, “Implementation of Electromagnetically Induced Transparency in a 
Metamaterial Controlled with Auxiliary Waves,” Phys. Rev. Appl. vol. 4, no. 2, p. 024013（2015）.
図 1（a）概念図（b）単位構造（c）メタマテリアルの透過率（点線 : コントロール波のない場合。実




















［1］ 松山隆司：エネルギーの情報化とは－背景、目的、基本アイディア、実現手法－ , 情報処理学会誌 , 
vol.51 No.8, pp.926-933, 2010.8.
［2］ JAVAID Saher, KUROSE Yuhei, KATO Takekazu and MATSUYAMA Takashi, “The Power 
Flow Coloring: Giving a Unique ID to a Power Flow from a Specific Power Source to a Specific 














































［1］ W. Liu, R. Hu, R. Shinkuma, and T. Takahashi, ``A Fair Resource Sharing Mechanism between 





























提案した手法を用いて、テスト対象パスを 10 クラスタにまとめた結果の例を図 2に示す。似た特性
ばらつきを持つDUT間ではテストすべきパスが類似することを利用して、パスをまとめることでクラ







［1］ M. Shintani et al., “A Variability-Aware Adaptive Test Flow for Test Quality Improvement” , 
IEEE Trans. CAD, 2014. 









































































［1］  T. Sakamoto, R. Imasaka, H. Taki, T. Sato, M. Yoshioka, K. Inoue, T. Fukuda, and H. Sakai, 
“Accurate heartbeat monitoring using ultra-wideband radar,” IEICE Electronics Express, vol.12, 
no.3, pp.1‒7, 2015.
［2］  T. Sakamoto, R. Imasaka, H. Taki, T. Sato, M. Yoshioka, K. Inoue, T. Fukuda, and H. Sakai, 
“Feature-based correlation and topological similarity for interbeat interval estimation using ultra-






























































融合研究所にて建設が進められている JT-60SA トカマクは超伝導コイルを用い、トロイダル電場が 0.5 
V/mに制限されており、プラズマ着火が難しい状況が考えられます。この問題を解決するため、我々









































しました。図（a）、（b）はプラズマの線平均電子密度 1.0×1019m-3 の場合、図（c）、（d）は 1.3×1019m-3
の場合です。電子密度が僅かに高い場合の電子温度分布（c）に比べ、電子密度が低い場合の電子温度









［1］ M.Yokoyama et al, “Core electron-root confinement （CERC）in helical plasmas"Nucl. Fusion 47 
（2007）1213‒1219 
［2］ T.Minami et al, “Increased understanding of neoclassical internal transport barriers in CHS” 



















2015 年 6 月に、米コロラド大及び仏トゥーロン大・LATMOSと協同で、コロラド大で開発された無
人小型航空機（UAV）を用いて、MUレーダーとの同時観測実験（ShUREX（Shigaraki, UAV-Radar 
Experiment）キャンペーン）を行った。UAVは、小型（両翼幅 1m）、軽量（700g）、低コスト（約














図 1．UAVの離陸の様子。（左）Bungee 法。（右）Balloon 法。







1908 年、直径約 100 メートルの隕石がシベリアの上空 8キロほどで爆発したと推定され、半径 30 キ
ロ程度の森林が炎上しました。爆発は大気圏突入時の加熱や圧力、振動などで発生し、もしこれが大都
市で起きたら、大きな被害が出るでしょう。数十メートル級の隕石が地球に落ちる確率は 100 年に一度





可能性が高まってきています。このような取り組みは，諸外国では planetary defense と呼ばれ、国連
の宇宙空間平和利用委員会においても議論がなされている状況です。対策は非常に単純で、小惑星に何
らかの外力を与えることでその軌道を僅かに変更させ、その結果として、数年あるいは数十年先の地球
との衝突を回避するのです。極短い時間で軌道を変える手法として、小惑星近傍あるいは表面で爆発物
を使う手法、あるいは、高速で宇宙機を衝突させることで運動量を与える手法が提案されています。爆
発現象は制御ができず、また、小惑星が破壊によって多数の破片と化す可能性があり、お勧めできません。
当研究室では、高速で宇宙機を衝突させる手法を中心に検討をしています。高い衝突速度を実現するた
めに、太陽光を利用するソーラーセイル推進や、太陽風を利用する帯電セイル推進の利用の可能性を探っ
ています。同じ軌道変更でも、微小な力を長時間与えることも考えられています。これは、時間は要す
るものの軌道変更を高精度で調整できるメリットがあります。例えば、小惑星に向けてのイオンビーム
照射、レーザ照射、小惑星近傍への宇宙機配置による重力牽引等、さまざまな手法が提案されています。
当研究室では、重力牽引手法の効率化のために積極的帯電によって静電気力を付加する手法を研究して
います。
小惑星は自然現象ですが、もう 1つの宇宙由来危機は、人間が作り出した宇宙ごみ、スペースデブリ
です。使い終わったロケットや人工衛星などのスペースデブリは、10 センチ以上のものだけで、2万個
ほど地球を周回しています。現に国際宇宙ステーション（ISS）は年に数回、スペースデブリとの衝突
を避けるため軌道を変えており、また、故障した人工衛星が活動中の人工衛星に衝突する事故も起きて
います。これら宇宙ごみの増加に伴い、運用中の人工衛星や国際宇宙ステーションの安定的な利活用の
ために、未知スペースデブリの発見と、既知スペースデブリの定常的観測、さらに、積極的なスペース
デブリの低減は、緊急の課題となっています。当研究
室では、レーダーによる観測を通して、宇宙ごみの軌
道推定ならびに宇宙ごみの種類を判別する手法に関す
る研究を行っています。具体的には、京都大学生存圏
研究所の大型大気観測レーダーであるMUレーダーに
よる観測を通して、数m規模の大型のスペースデブリ
のスピン状態等の推定原理について研究しています。
また、1mm前後の微小なスペースデブリに注目して、
その軌道推移の検討を行うことで、人工衛星との衝突
リスク予測における新たな指針を与えることを考えて
います。さらに、軌道上望遠鏡によるスペースデブリ
観測の可能性やスペースデブリの積極的な低減、つま
り、大気圏再突入の手法も検討しています。
地球接近小惑星やスペースデブリが存在する
地球周辺の宇宙環境（山口皓平氏提供）
